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　進行性筋ジストロフィー症は古い過去と新しい歴史を有する宿命的疾患であ

る。周知の通り、本疾患研究の過去は古い敗北の記録によって綴られていたが、

近年敢えてこれに挑戦し、点滴岩を穿つにも似た不屈の努力をもってアプロー

チせんとする新しい歴史が展開されたことは頼もしい限りである。この動きは

近々十数年来のことであるが、本研究班の活動もそのうちの一つとみなしてよ

い。本症はもともと原因は不明、治療法も未定ということであってみれば、自

らの努力によってその解決に取り組むよりほかはない。


